
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
、
２
０
１
８
年
に
１
０
０
周
年

を
迎
え
た
。こ
の
節
目
に
、こ
れ
ま
で
直
接
く
ら
し
を

支
え
て
き
た
家
電
の
技
術
を
、
次
の
１
０
０
年
で
ど

の
よ
う
に
活
か
す
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
／

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
「
高
齢
者
の
い
る
く
ら
し
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
」
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
た
。
こ

れ
が「
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
発
端
で
あ
る
。

当
社
は
、
高
齢
者
施
設
に
、
Ａ
Ｉ
・
セ
ン
サ
ー
技

術
に
よ
っ
て
入
居
者
の
活
動
状
況
を
２４
時
間
見
守
り
、

温
度
管
理
、
睡
眠
状
態
や
安
否
を
確
認
す
る
「
み
ま

も
り
安
心
サ
ー
ビ
ス
」
を
設
置
し
、
入
居
者
の
よ
り

良
い
く
ら
し
と
介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ

て
き
た
。
今
、
こ
れ
を
一
歩
進
め
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
と
そ
の
情
報
分
析
に
よ
る
高
齢
者
の
課
題
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

さ
ら
に
は
デ
ー
タ
に
基
づ
く
予
見
で
人
が
介
入
し
支

え
る
な
ど
、
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
可

能
に
す
る
�
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
�
の
構
築
を
進
め

て
い
る
。
介
護
従
事
者
の
経
験
値
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
基

づ
く
�
職
人
技
�
の
部
分
や
、
高
齢
者
の
健
康
状
態

や
生
活
リ
ズ
ム
を
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
、
こ
れ
か
ら

起
こ
り
得
る
将
来
を
予
測
し
、
先
ん
じ
て
介
入
す
る

こ
と
で
、
介
護
業
務
全
体
を
高
位
標
準
化
し
て
い
く

こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

介
護
業
務
支
援
の
た
め
の

デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築

具
体
的
に
は
、
睡
眠
リ
ズ
ム
デ
ー
タ
を
集
約
し
分

析
す
る
と
、
肺
炎
や
心
不
全
と
い
っ
た
疾
患
は
、
こ

の
パ
タ
ー
ン
が
出
た
ら
数
日
後
に
重
症
化
す
る
、
と

い
う
予
測
が
立
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
重

症
化
す
る
前
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
入
院
の
回
避
や
期
間
短
縮
に
つ
な
が
り
、

本
人
や
家
族
だ
け
で
な
く
、
介
護
事
業
者
に
と
っ
て

も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
同
様
に
、
看
取
り
は
Ｉ
ｏ

Ｔ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
平
均
２
・
７
日
前
に
逝
去
タ
イ

ミ
ン
グ
が
わ
か
る
可
能
性
も
出
て
き
て
お
り
、
介
護

山
岡

勝

や
ま
お
か

ま
さ
る

Ｉ
ｏ
Ｔ
／
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

「
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
門
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
本
部

ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総
括
担
当
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

経済構造改革に向けて

2020・233

特集



�����
� �	


�����

()*+
� ,-
.��/

01,-

�234��

5667
8	9:
;<=>

01,-

�234��
?@ABCD

E�FABCD

G6HIJ�K�
LMNOPQ

� RSTU/

VW4XY.��

Z[\].^U

従
事
者
も
家
族
も
看
取
り
に
向
け
た
準
備
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
成
長
戦
略
の
重
点
分
野
に
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

の
介
護
利
用
を
掲
げ
、
２
０
１
９
年
に
「
介
護
業
務

支
援
」
を
優
先
的
に
開
発
・
導
入
を
推
進
す
る
分
野

に
追
加
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
Ａ
Ｉ
を
用
い
て

介
護
従
事
者
の
業
務
全
体
を
支
援
す
る
運
営
モ
デ
ル

を
つ
く
る
取
り
組
み
で
、
当
社
は
そ
の
開
発
事
業
を

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ（
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
）か
ら
受
託
し
、

「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
」「
萌
福
祉
サ
ー
ビ

ス
」「
ポ
ラ
リ
ス
」
な
ど
の
介
護
事
業
者
や
、
介
護

記
録
シ
ス
テ
ム
、
ケ
ア
コ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
や
セ
ン
サ

ー
の
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
協
力
機
関
と
の
共

創
を
進
め
て
い
る
（
注
）

。

具
体
的
に
は
、
介
護
記
録
、
ケ
ア
コ
ー
ル
、
セ
ン

サ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
今
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
に
存
在
し

て
い
た
機
器
か
ら
の
デ
ー
タ
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
集
約
、
分
析
し
て
、
高
齢
者
の
生
活
実
態
を

把
握
す
る
も
の
だ
。

例
え
ば
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
睡
眠
リ
ズ
ム

の
記
録
情
報
と
介
護
記
録
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、

夜
間
２
時
間
お
き
の
巡
回
が
入
居
者
の
睡
眠
を
妨
げ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
職
員
に
よ
る

巡
視
業
務
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
リ
モ

ー
ト
で
の
安
否
確
認
に
置
き
換
え
た
と
こ
ろ
、
職
員

に
よ
る
夜
間
巡
視
業
務
が
９
割
以
上
減
少
し
た
。
介

護
人
材
の
不
足
が
恒
常
化
す
る
な
か
で
、
こ
の
よ
う

な
生
産
性
向
上
ア
ウ
ト
カ
ム
を
評
価
す
る
加
算
の
是

正
な
ど
、
今
後
の
介
護
報
酬
改
定
の
議
論
に
期
待
し

た
い
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
を
前
提
と
し
た

業
務
標
準

ま
た
、
先
進
的
介
護
の
特
区
で
あ
る
北
九
州
市
で

は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型（
個
室
）特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

お
い
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
て
効
率
化
し
た
業
務
モ

デ
ル
を
開
発
で
き
た
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
３

対
１
の
人
員
配
置
基
準
で
あ
る
が
、
多
く
の
施
設
に

お
い
て
こ
の
基
準
で
の
業
務
運
用
が
難
し
く
、
本
実

証
施
設
で
も
２
・
２
対
１
の
配
置
で
あ
っ
た
。
本
実

証
を
通
じ
て
、
１
日
の
見
守
り
業
務
の
約
４０
％
が
削

減
で
き
、
特
に
、
夜
間
見
守
り
は
７０
％
の
削
減
が
可

能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
記
録
ツ
ー
ル
と
の
連
携
に

よ
り
記
録
業
務
も
約
４５
％
削
減
で
き
た
。
こ
の
よ
う

な
効
率
化
に
よ
り
、
入
居
者
と
の
会
話
時
間
が
２
・

８
倍
に
増
加
し
た
。
結
果
と
し
て
、
当
社
シ
ス
テ
ム

の
活
用
と
と
も
に
、
業
務
仕
分
け
に
よ
る
間
接
業
務

の
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
化
も
含
め
て
人
員
配
置
基
準
に
近

い
２
・
８７
対
１
を
実
現
で
き
た
。
も
し
、
こ
の
成
果

を
全
国
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
波
及
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
数
万
人
規
模
の
人
員
削
減
効
果
と

な
り
、
職
員
不
足
の
問
題
の
改
善
や
、
社
会
保
障
費

の
膨
張
を
抑
制
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

（注）同研究開発はAMED「ロボット介護機器開発・標準化事業」の
課題番号JP19he2002006の支援を受けている

図表１ 自立支援に向けたモニタリング・業務支援を提供
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自
立
支
援
ア
ウ
ト
カ
ム
へ
の
デ
ー
タ
活
用

こ
れ
ま
で
、
介
護
業
務
を
専
門
職
の
経
験
値
に
基

づ
く
�
職
人
技
�
か
ら
解
放
す
る
こ
と
に
主
眼
を
お

い
て
実
証
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
一
番
の
実
例
が
、

通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）の
ポ
ラ
リ
ス
が
行
う
自

立
支
援
介
護
に
お
け
る
共
創
で
あ
る
。
ポ
ラ
リ
ス
は

医
療
的
な
介
入
で
は
な
く
、
入
院
な
ど
の
長
期
安
静

状
態
で
起
こ
る
廃
用
症
候
群
に
対
し
、
歩
行
不
能
の

原
因
を
見
極
め
た
う
え
で
、
適
切
な
水
分
管
理
や
運

動
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
要
介
護
度
の
改
善
に
関
し

て
抜
群
の
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
当
社
は
、
ポ
ラ
リ

ス
が
培
っ
た
知
識
・
経
験
に
基
づ
く
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
等
の
技
術
を
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
Ａ
Ｉ
に
よ
り
分
析

し
て
一
般
化
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
自
立

支
援
介
護
の
実
践
を
支
援
す
る
こ
と
の
実
現
性
が
見

え
て
き
た
。

ポ
ラ
リ
ス
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
利
用
者

は
在
宅
生
活
が
基
本
で
通
所
中
の
時
間
が
短
い
の
で
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
デ
ー
タ
は
限
定
的
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
利
用
者
の
在
宅
時
の
生
活
実
態
な
ど
、
全
体
像

を
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
り
把
握
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
整

え
、
初
期
状
態
、
通
所
時
の
リ
ハ
ビ
リ
の
様
子
や
バ

イ
タ
ル
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
情
報
も
加
え
て
Ａ
Ｉ
で
分

析
し
、
回
復
し
た
成
功
事
例
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
３
カ
月
後
に
ど
の
程
度
ま
で
改
善
す
る
か
を

個
別
に
予
測
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
活
か
す
と
い
う
モ

デ
ル
を
設
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
の
負

荷
設
定
を
個
々
人
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
で
推
量
す
る

の
で
は
な
く
、
科
学
的
な
デ
ー
タ
か
ら
判
断
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。
長
期
の
入
院
生
活
で
寝
た
き

り
状
態
だ
っ
た
方
が
、
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
、
歩
行

器
を
用
い
た
自
立
歩
行
が
可
能
と
予
測
を
立
て
、
Ａ

Ｉ
に
よ
る
改
善
提
案
を
さ
ら
に
加
味
し
て
、
経
験
・

ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
て
も
自
立
歩
行
へ
と
導
け
る
可
能

性
が
見
え
て
き
て
い
る
。

ポ
ラ
リ
ス
は
、
今
年
４
月
に
世
界
一
周
の
ク
ル
ー

ズ
船
「
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
」
に
出
展
を
予
定
し
て
い
る
。

車
い
す
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
乗
船
し
た
高
齢
者
に

対
し
て
、
３
カ
月
の
船
旅
の
な
か
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
駆
使
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
旅
を
終
え
下
船

す
る
時
に
は
歩
行
で
き
る
等
の
改
善
が
見
ら
れ
る
か
、

試
す
機
会
と
な
る
。

在
宅
介
護
に
お
け
る

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を
目
指
し
て

当
社
と
し
て
は
、
高
齢
者
施
設
で
培
っ
た
介
護
業

務
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
家
電
製
品
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
セ
ン
サ
ー
系
を
結
び
付
け
た
家
庭
内
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
介
護
の
質
と

効
率
を
高
め
、
在
宅
で
生
活
す
る
高
齢
者
を
元
気
に

し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
同
居
・
別
居
に
か
か
わ

ら
ず
、
家
族
の
健
康
状
態
を
し
っ
か
り
気
遣
い
、
少

し
の
異
変
で
も
気
付
け
る
よ
う
な
住
空
間
を
設
計
す

る
。
こ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
「
く
ら

し
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
で
あ
り
、
次
の
１
０
０
年
に
向

け
た
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
る
。

図表２ 自立支援介護プラットフォームの共創
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